
作成:生涯学習課交流センター係

⑴事務事業

⑵根拠
（法令、
計画）

⑶事務事業
目的

⑷事務事業
内容

⑸対象者

⑹成果指標

⑺活動指標

単位 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度実績

成果指標１ 〔人〕 6,785 10,191 9,102

成果指標２ 〔円〕

活動指標１ 〔回〕 5 5 5

活動指標２ 〔  〕

活動指標３ 〔  〕

⑼成果・効果
各種委員会を開催し、委員の皆さまのご意見を運営や事業に反映することができた。
コロナウイルス感染症対策のための休館期間があり、令和３年度は煉瓦窯見学者数が少なかった
が、令和６年２月には見学者数１０万人を達成することができた。

事務事業評価シート

交流センター一般事務費

野木町交流センター運営委員会設置要綱、野木町煉瓦窯イベント実行委員会設置要綱、野木町煉瓦
窯周辺整備検討委員会設置要綱、「野木町煉瓦窯」を活かした地域活性化プロジェクト実行委員会
規約

・野木町煉瓦窯の運営やイベントの円滑かつ効率的な推進を図る。
・野木町煉瓦窯を核とした地域文化遺産の情報発信、人材育成及び普及啓発事業を行うことによ
り、観光交流の振興及び地域活性化に寄与する。また、野木町煉瓦窯周辺整備事業の円滑かつ効率
的な推進を図る。

・野木町煉瓦窯運営委員会等の開催や見学チケット等の印刷及びイベント・講座実施に伴う傷害保
険の加入。
・電話料、コピーカウント料等行政事務執行のための費用や公衆Ｗｉ-Ｆｉの費用。

各種委員会委員、すべての町民及び近隣住民

成果指標１:野木町煉瓦窯見学者数（人）

活動指標１:野木町煉瓦窯運営委員会等会議の開催（回）

⑻目標達成状
況



令和３年度 令和４年度 令和５年度

実績 実績 実績

国庫支出金 ① 38 106

県支出金 ②

地方債 ③
その他 ④ 10 19 65
一般財源 ⑤ 851 918 940

事業費 ⑥ 899 1043 1005

人件費 ⑦ 2,275.6 2,278.1 2,310.5

正職員数 ⑧ 0.4 0.4 0.4

トータルコスト  ⑥+⑦ ⑨ 3174.6 3321.1 3315.5

住民基本台帳人口 ⑩ 25,233 25,099 24,960

⑪ 125.8 132.3 132.8

1 その他、一財 242 無
2 その他、一財 14 無
3 その他、一財 234 無
4 一財 248 無
5 一財 16 無
6 一財 29 無
7 一財 222 無
8
9
10

現状の内容を維持しながら、今後も継続していく。
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⑽
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事
務
事
業

今後の方向性 維持

印刷製本費
電話料等

回線使用料
傷害保険料

コピー機外３事業

消耗品及び食糧費は、各種委員会開催に伴う費用のためコスト削減は難しい。
印刷製本費及び傷害保険料についても、煉瓦窯見学の際のチケット・パンフレット等
の印刷や各種事業実施に関わる保険料であるためコスト削減は難しい。
その他の細事務は、行政事務執行のための費用や施設公衆Wi-fiの費用であるため必要
である。

⑿細事務
事業に係
る考察

〔単位:千円〕

町民一人当たりのコスト
⑨/⑩〔単位:円〕

〔単位:千円〕

消耗品費
食糧費



作成:生涯学習課交流センター係

⑴事務事業

⑵根拠
（法令、
計画）

⑶事務事業
目的

⑷事務事業
内容

⑸対象者

⑹成果指標

⑺活動指標

単位 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度実績

成果指標１ 〔人〕 ― 801 1057

成果指標２ 〔人〕 554 703 1049

活動指標１ 〔回〕 38 55 67

活動指標２ 〔  〕

活動指標３ 〔  〕

⑼成果・効果

成果指標１:春・秋イベント煉瓦窯見学者数（人）
成果指標２:講座参加者延べ人数（人）

活動指標:講座延べ開催数（回）

⑻目標達成状
況

コロナウイルス感染症により、R3年度及びR4年度春のイベントや講座が実施できない時期もあった
が、徐々に戻っていき、イベントの開催や附属施設を使った講座や煉瓦窯・渡良瀬遊水地その他歴
史資源を活用した講座などを実施し、学習機会を提供することができた。

事務事業評価シート

講座等開催事業

野木町交流センター運営委員会設置要綱、野木町煉瓦窯イベント実行委員会設置要綱

煉瓦窯や渡良瀬遊水地など、魅力ある歴史・自然環境の中で、誰もが気軽に学習できる講座等を開
催する。また、春・秋イベントでは、煉瓦窯見学ツアーや各種ワークショップ、模擬店などを行
い、地域の賑わいづくりや地域創生に寄与できる施設を目指していく。

交流センターの講座、教室、各種イベントの開催

すべての町民及び近隣住民



令和３年度 令和４年度 令和５年度

実績 実績 実績

国庫支出金 ① 215 653 460

県支出金 ②

地方債 ③
その他 ④ 180 218 312
一般財源 ⑤ 45 554 264

事業費 ⑥ 440 1425 1036

人件費 ⑦ 6,257.8 6,264.7 6,353.7

正職員数 ⑧ 1.1 1.1 1.1

トータルコスト  ⑥+⑦ ⑨ 6697.8 7689.7 7389.7

住民基本台帳人口 ⑩ 25,233 25,099 24,960

⑪ 265.4 306.4 296.1

1 一財 228 無
2 国庫、その他、一財 399 無
3 国庫、その他、一財 110 無
4 国庫、その他、一財 294 無
5 一財 5 無
6
7
8
9
10

〔単位:千円〕
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町民一人当たりのコスト
⑨/⑩〔単位:円〕

〔単位:千円〕
⑾
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№ 名称
財源

（R5)
事業費
（R5）

コスト削減
可能性

講師謝礼等
消耗品費
食糧費

印刷製本費
原材料費

⑿細事務
事業に係
る考察

イベントや講座実施に関わる費用のためコスト削減が難しい。

⒀
評価

今後の方向性 維持

現状の内容を維持しながら、より良いイベント及び講座を実施していく。


